
                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

Ｒ５年 12月 1日 

事業実施地区 中御所区 

事業名 中御所音頭を普及継承のための環境を整備する事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名）     中御所区 

（代表者名）区長  宮川 佳久 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

地区において各種行事への参加者が減少している中、伝統芸能を次世代 

に継承していく。 

昭和 33年に出来た「中御所音頭」を復活させ普及を図る。 

区の文化祭や敬老会、または運動会等で積極的に踊れるよう、中御所公民

館に「音響・映像機器類」を配備する。 

 

【事業完了日】 

令和 5年 11月 24日 

【総事業費】 

325,380円 

【補助金額】 

325,000円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

①中御所敬老会で過去のビデオを放映。（参加 60名）（9/18） 

②中御所音頭練習用のビデオ撮影と練習（参加 10名）（10/13）及び作成 DVDの関係者への配布。 

③中御所文化芸能祭で区民・来賓（県議・市議を含む）で踊った。（参加 30）（11/4） 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果 〇    

特記事項 

（評価理由等） 

動画の SNS(Facebook）へのアップとか県議・市議が踊りに参加してその後の

会合などで話題に出すことで当初想定よりも浸透が進んだ。 

 

■今後の取組予定 

今後も中御所音頭を、敬老会、運動会、文化芸能祭などのプログラムに含めることで区民への

浸透を図り普及・継承を行っていく。 

 

 


